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１．地球温暖化対策（目標）

２．地球温暖化(気候変動)の現状

３．日本における施策について

お話しする内容（活動を考えるヒント）

○気候変動は、私たちの課題
○”我慢”ではなく、持続可能な世界を目指す（SDGs）

答えの一つ：”脱炭素”=“エネルギー変換”

社会（制度､常識）を 
変える

石炭･石油時代から卒業



１．地球温暖化対策 どんな社会︖どんな暮らし方︖
（国が示した目標）

実現

家計の余裕 
時間の余裕

エネルギーの
・使い方
・無駄の削減
・転換（再エネ）

デコ活



カーボンニュートラル（≒脱炭素）

二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」 から 
、植林、森林管理などによる「吸収量」 を差し引いて、合 
計を実質的にゼロにすること



地域循環共生圏（カーボンニュートラルの実現＋地域課題の解決）

SDGsの 
達成



持続可能な開発のための目標（SDGs）
○ SDGs（Sustainable Development Goals）は、2015年9月の国連サミットで全会一致で採択され 

た国連加盟国が2016年から2030年の15年間で達成するために掲げた目標です。
○ 持続可能な世界を実現するための17のゴール（目標）と169のターゲットから構成され、「誰一人取り

残さない―No one will be left behind」を理念とTしrてaいnsまfすo。rming our world : the 2030 Agenda
○ SDGsは発展途上国のみならず先進国が取り組む普遍的なものとfなorってSuいsまtすai。nable Development

持続可能な世界を 
目指す

社会・暮らしを 
変える

13：気候変動に具体的な対策を



温室効果ガスを

減らす

温暖化によ
る 悪影響に

備える
てき おう かん わ

適応策 緩和策
両方が必要

地球温暖化対策の内容

適応(てきおう)策 と 緩和(かんわ)策

気候変動対策   
(温暖化対策)



地球温暖化影響にʻ備えるʼ適応策の例＜健康＞

極端な気温

地球温暖化が進むと

暑い日が増える︕

備
え
る

8

出典︓環境省「熱中症環境保健マニュアル2018」

（1）暑さを避ける
（行動、住まい、衣服の工夫）

（2）こまめに水分を補給する

（3）急に暑くなる日に注意する

（4）暑さに備えた体を作る

（5）各人の体力や体調を考慮する

（6）集団活動の場では 
お互いに配慮する

熱中症対策を知
る
熱中症対策を知る



ʻ備えるʼ適応策の例＜家庭・オフィス＞

9

地球温暖化が進むと

備
え
る

出典︓江東区「江東区洪水ハザードマップ」

安全な場所を確認 安全な場所を確認 

自分の地域の洪水ハザード 
マップなどを確認しておく

降水・極端な降水

破壊的な台風
、 発達した低
気圧

などが発生︕



出典︓環境エネルギー政策研究所HP

日本の再生可能エネルギーの動向

ʻ減らすʼ対策の例＜再生可能エネルギーの利用＞



ʻ減らすʼ対策の例＜家庭・オフィス＞
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□ 住宅の省エネ化（高断熱化(新築・既築)）

□ 省エネ家電・高効率給湯器の導入

□ 徹底的なエネルギー管理の実施（HEMS）



ʻ減らすʼ対策の例＜交通・物流＞

HV
EV、PHV

FCV

□ 徒歩や自転車、公共交通機関等の利用

□ 燃費の良い次世代自動車（プラグインハイブリッド、 
電気自動車、燃料電池車、水素自動車など）に乗る



ʻ減らすʼ対策例＜森林・土地利用＞

健全な森林の整備や保全も重要

庁HP

14

出典︓林野

昭和30～40年を中心に植林

成長

混みすぎ

間伐

森がいきいきする

健全な森林に育つ
間伐とは成長に伴って、混みすぎた林の 

立木を一部抜き伐りすることです

わが国人工林は約1000万ha



ʻ減らすʼ技術の研究開発の例

エネルギー分野やCO2再資源化の研究開発
⇒実用化には時間が必要

■CCU

・CO2を燃料ガス(メタン)に変換（メタネーション）

・CO2を原料にプラスチックを合成、人工光合成

■クリーンエネルギー

・次世代太陽光発電（軽量、柔軟）

・浮体式風力発電、潮力発電、高温岩体発電(地熱)

15

将来の
地域産業？



ʻ減らすʼ対策の例＜暮らし方＞

グリーンライフの例

エシカル消費

“選ぶ”          
“行動を変える”

社会を変える



考えたことありますか︖ きゅうり生産のエネルギー

※きゅうりは、体を冷やす野菜

選ぶ（消費）
＝生産者へのメッセージ

農産物の他にも
衣料、牛肉、工業製品・・



２．地球温暖化（気候変動）の現状

国際科学ジャーナルNature︓2023年7月が史上最高気温となった記事を掲載

出典︓//www.nature.com

http://www.nature.com/
http://www.nature.com/


地球温暖化は進行しており、その影響は確実に現れている

地球温暖化の影響で被害激甚化が懸念される災害
国土交通省︓令和元年台風第１９号に伴う 土砂災害の概要より抜粋



世界各地の異常気象

豪州の森林火災

ハリケーン「ドリアン」による被害（バハマ諸島）



気候変動に関する政府間パネル

( Intergovernmental Panel on C limate C hange )

✓ 世界中の科学者による気候変動 
の原因や影響等の論文について、 
検討し評価する国際機関

（参加国195か国）

✓ 政治的な判断をしない

✓ 最新版︓第6次報告書(2021年)

IPCC とは︖

気候変動に関する科学的情報 ︓IPCCの報告書



IPCC報告の人為的影響表現の推移





2100年までの気温変化の予測

現状以上の温暖化対策を取らなかった場合

*1986年～2005年を基準とした変化

地表から2メートルの高さの気温変化地表から2メートルの高さの気温変化

厳しい温暖化対策を取った場合





CO2累積排出量と気温上昇

・産業革命以降、CO2は約2 

兆4000億トン排出されてお 
り、工業化前からの気温上 
昇を1.5℃に抑える（67％ 
以上の確率で抑える）ため 
には、残りの排出量上限は 
あと4000億トン

・地球温暖化防止のために 
は、CO2累積排出量を制限 
し、少なくとも正味ゼロ排 
出を達成し、他の温室効果 
ガスも大幅に削減する必要 
がある



地球環境の限界を示す「プラネタリーバウンダリー」
（地球の限界）

＜課題は気候変動だけではない＞

出典︓Azote for Stockholm Resilience Centre, based on analysis in Wang-Erlandsson et al 2022

地球には限界がある 
ことを知った上で、 
その限界の中でいか
に成長していくか



CO2排出状況︓排出量は減ってきているが、年間約10億t-CO2を排出

二酸化炭素排出量の推移と目標

目標

2030年︓46％(50%)削減
2050年︓実質ゼロ

3．日本における施策について



2050 年カーボンニュートラルの実現に向けた取組



地球温暖化対策計画の改定

環境省資料

2021年10月22日 閣議決定



温室効果ガス排出削減に向けた動き（１）

国 第5次環境基本計画、温対法改正 
地域循環共生圏

新しい国民運動（デコ活）

GX方針の明確化 ※GX︓グリーントランスフォーメーション

「GX実現に向けた基本方針」閣議決定(2023.2)  
GX推進法成立(2023.5)                            
GX脱炭素電源法成立(2023.5)

新しいGHG削減目標の設定
「2035年GHG排出削減:2019年比60%削減」

G7札幌 気候･エネルギー･環境大臣会合(2023.4)

目指すべき 
社会像



RE100(再エネ100%調達)
世界で359社 国内66社

TCFD(気候変動関連財務情報開示) 

具体的な行動･情報開示←ESG投資

温室効果ガス排出削減に向けた動き（２）

自治体 2050年二酸化炭素排出実質ゼロを表明
横浜市、京都市、東京都など973自治体（1億2581万人超） 

気候非常事態宣言

壱岐市、鎌倉市など

世界気候エネルギー首長誓約

企 業 SBT(科学に基づく目標設定)

世界で10,000以上の自治体

173社

急速に 
拡大



どこから温室効果ガスが排出されているか

生産ベース（排出の場）で 
は、家庭部門（給湯、冷暖 
房、家電製品の使用等）は、 
約15％

自家用車(運輸)、一般廃棄 
物(廃棄物)等の排出を合わ 
せても、約26％程度



温室効果ガス排出に対する生活の影響

消費ベース（ライフスタイル･カーボン 
フットプリント）は、
全体の約6割が家計消費

⇒私たちのライフスタイルの影 
響が大きい

※ライフスタイル･カーボンフットプリントとは、 
家計が消費する製品やサービスの、ライフサイク 
ル（資源の採取、素材の加工、製品の製造、流通、 
小売り、使用、廃棄）において生じる温室効果ガ 
スの排出量を、CO2に換算して表示したもの。

※我が国において、家計が消費する製品・サービスのライフサイクル（資源の採取、素材の加工、製品の製造、流通、小売、使用、廃棄） 
において生じる温室効果ガス排出量
IGES, Aalto University, and D-mat ltd. 2019. 「1.5℃ライフスタイルー脱炭素型の暮らしを実現する選択肢ー」より環境省作成
※対象期間は2015年１月１日から2015年12月31日
資料︓南斉規介「産業連関表による環境負荷単位データブック」（国立環境研究所提供）、Keisuke Nansai, Jacob Fry, Arunima Malk, 

Wataru Takayanagi, Naoki Kondo “Carbon footprint of Japanese health care services from 2011 to 2015”、総務省「平成27年産業連関 
表」」より公益財団法人地球環境戦略機関（IGES）作成



地球温暖化対策のイメージ

「地球温暖化対策」を生活の質低下と捉える人が多い

みずほ情報総研（2014）︓「節電に対する生活者の行動・意識に関する調査」より抜粋

わが国では温暖化に対する意識が低く、その対策を「生活の質を脅かすもの」と捉える人が多い 東日本大震災の影響で節電意識が高まったが、時間とともに手間を感じる人が増加
科学技術振興機構（2015）︓世界市民会議「気候変動とエネルギー」開催報告書より抜粋



「脱炭素」の意識



地球温暖化対策を実施すると

本当に生活の質は低下する︖
・最新のエコカーへの買換
⇒充実の安全装備等

・エコドライブの実践
⇒燃費節約+事故率低減

・断熱性の高い家
⇒光熱費節約+快適な住環境+健康増進

・省エネ家電への買換え
⇒光熱費節約+多機能・・・etc

エコドライブ教育実施前後の交通事故発生数 
自動車技術会論文集38巻3号（2007）︓エコ 
ドライブ活動による燃費改善と交通事故低減 
より抜粋

温暖化対策は、我慢ではなく、社会や暮らし方を 
考え・変えること



身近なアクション（対策行動）



脱炭素ライフスタイル（脱炭素型社会）へ
・できることを考える、行動を見直す（選択） ⇒社会が変わる

まとめ

気候変動対策は、社会(暮らし方･制度)を変えること
・SDGs、地域循環共生圏（地域課題の解決） ＝未来の社会
・エネルギー、住宅、交通など、様々な対策方法あり
・実現には、様々な課題もある

気候変動は進んでいる（世界中で大きな被害）
・世界中の自治体や企業が既に行動 ＜公正な移行＞
・温室効果ガス排出には、家庭の影響が大きい ⇒影響力がある

主体として 
社会(地域)を創る



社会（常識）は市民から変えることができる

社会システム（常識）が変わった例

○喫煙（タバコ）の常識
・2003年 健康増進法 ←嫌煙権訴訟（市民）、健康被害のエビデンス
・約20年で、喫煙場所が制限されることが常識

○住宅性能(断熱)の常識
・建築物省エネ法 2022年10月1日改正法施行 ←当初「検討中」(先延ばし)
・専門家の声→市民の声→業界の声 →国会審議（ミラクル）
・窓の高性能化、断熱･気密 →長く使える住宅 がこれからの常識

正しい情報



令和５年度県中地区地球温暖化対策セミナー

ありがとうございました

お問い合わせ等、遠慮なくご連絡ください

福島県地球温暖化防止活動推進センター
うつくしま地球温暖化防止活動推進員

緑川 洋一 y-midorikawa@utsukushima-npo.jp
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